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■参加の目的 

アズワン鈴鹿コミュニティは私が描く理想に近い世界観を実現しており、現状の日本では

他に例を見ない。また、長女が昨年 10 月に先立ってセミナーを体験してくれたことによっ

て、より確信を持つことができた。 

自分の理想を未来に向けて具現化しようとする時に、自分一人の経験や考えだけで形にす

ることは難しい。また、ツアーの際には体験できなかった「対話と探究」がアズワン鈴鹿

コミュニティを実現することにどのように作用しているかについては、長女を通しても完

全に理解しているとは言い難い。自らも実際に探究の場に参加しなければ、その本質につ

いて語ることは難しいと思った。 

このようなことから、具体的な取材をしようと思い、参加することにした。 

 

■７日間のプログラムについて 

１週間という期間は適切だと思ったし、スクールの入り口として体験するには十分だと思

った。また、５日目の朝にある程度の充足感を感じたが、その後、充足した状態で参加者

の様子やコミュニティ、メソッドやセミナーの目的などを俯瞰して観察することができ、

「内観から外観」という流れで取材するには適切な時間だった。 

５日目の朝までに自分に起こったことの大きな流れは「自分と両親の間で起こった出来事

の振り返り」だった。このことによって、現時点では自分にとってとても意外な結論にた

どり着いているが、それは大きな喜びにつながった。今後の人生のあり方に大きく影響す

ると思うし、現時点で自分の子どもやパートナーに対して行っている自分のふるまいにつ

いて理解が深まった。 

５日目の日中からのプログラムは純粋に楽しむことが出来た。その中で、アズワンが表現

する「親しさ」という表現が自分の中に落とし込まれたり、「自分のまなざし」について確

認出来たりした。 

この過程には、両親や家族など自分の人生に関わってきたキャストはもちろんのこと、今

回一緒に参加したメンバーの皆やスタッフ、バックヤードでこのセミナーを支えてくれた

方々全てがかかわっていて、そこから大きな影響を受け取っていると感じている。 

 

■この取材の背景 

私はこの取材にあたって、「全てを受け取る」と決めてセミナーに参加した。 

事前学習も含め、私の取材は 2020 年から始まっていたと思うが、ここで一旦完結させ、

自分と自分の周りの人たちのために見える形にまとめたいと思った。 

その強いモチベーションのひとつとなっているのが、宮城で起こっている出来事である。

自己肯定感が低いと言われ、不登校、いじめ、子どもの自死など、悲しい事件が絶えない



仙台市・宮城県について、誰かに任せるのではなく、自分で動いて変えていこうという動

きが急激に広がっていて、その変化を起こすためのヒントが学校、地域を含めた「日常の

暮らしの中にある」という可能性について考えている人が多いと実感している。 

2022年 9月にツアーに参加した際に書いたレポートは、そのようなことを感じている人々

に多く読まれ、興味関心をより広げることにつながった。これは、宮城の人々が「日常の

暮らし」について考え始めていることの表れだと思っている。 

私としては、自分が理想とする日常の暮らしが、アズワン鈴鹿の今の姿とリンクしている。

そしてセミナーを受けた今は、「どこまでも結論付けない営み」というアズワンメソッドの

中の言葉に新たな覚悟のようなものを貰っている。 

 

■これからの関わりについて 

今後は、自分や長女も含めたこのメソッドを味わった人たちがどのように活動を展開して

いくのか、その人たちの日常がどのように変わっていくのかを取材し続けたい。 

そのために、アズワン鈴鹿本体の取材も継続していくし、参加者とのつながりを保ちなが

ら情報交換をしていく。 

また、自分も新たな社会実験をスタートしていくため、そのためのヒントや協力を得られ

ればと考える。 


